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鬼怒川に放流したきなり七色系アユの遡上性と釣獲時期（令和 7年度） 
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目 的 

県内では，きなり七色系（ダム湖産系）アユと那珂

川系（海産系）アユ，そのハイブリッドである新とち

ぎ系アユが放流種苗のメインとなっている。限られた

放流経費で釣れる漁場をつくるには，これらの種苗特

性を明らかにしたうえで漁場環境に応じた最適な組合

せを実現する必要がある。そこで 2024 年には，那珂川

系の標識放流試験を実施し，早期遡上魚からの採卵に

よって放流効果の向上が認められたこと，一方で，初

期の釣れ具合はきなり七色系に比べてやや劣ることが

明らかとなった。1) 

今年度は，きなり七色系の種苗特性を明らかにする

ことを目的に標識放流試験を実施した。 

 

材料および方法 

調査場所と方法 2025 年 4 月 20 日に，平均 8.3g の

きなり七色系種苗 5 万尾を栃木県の中心部を流れる鬼

怒川へ標識放流（脂ビレ切除）した。同年 5 月 25 日の

アユ漁解禁以降，釣り人や漁協関係者から友釣りでの

再捕報告を収集した。再捕データは，漁獲されたエリ

ア（流程 40km に 7 エリアを設定）と日付が個体別に

分かるようになっており，これらから遡上性を評価し

た。 

 

図 1 放流場所と区間設定 

 

 

結果および考察 

遡上性 データに欠損がない再捕報告は 216 尾で，

放流場所から上流での漁獲が 97%を占め，36km 上流

まで遡上した個体も確認された。それぞれのエリアで

の漁獲尾数と放流場所からの距離から，漁獲重心は放

流場所の 7km 上流（区間 5）と算出された。また，放

流場所から上流 11km までの区間（区間 4 から区間 6）

での再捕が 80%を占めていた（図 2）。 

つまり，きなり七色系は放流場所から下流への分散

はほとんどなく，おおむね放流場所から上流 11km ま

でに分散すると言える。 

   

図 2 区間ごとの再捕尾数 

 

釣獲時期 アユ漁解禁の 5 月 25 日から終盤の 9 月

21 日まで漁獲されていたが，累積再捕獲率は解禁から

30 日で 66%に達していた。きなり七色系は解禁日によ

く釣れることが分かっているが，2)今回の結果を併せ

て考えると，きなり七色系は解禁当初の 1 カ月程度の

間によく釣れる種苗であると言える。 

 

図 3 解禁後日数と再捕尾数 
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きなり七色系の種苗特性 本調査からきなり七色

系は遡上性が強く，解禁初期によく釣れる特性を持つ

ことが明らかとなった。 

遡上性が強いということは放流種苗として 2 つのメ

リットがある。1 つは放流回数を減らすことができる

というものである。放流種苗は分散性が低く，山梨県

の事例では放流場所から上下 1km，つまり 2km の範囲

に分散するとされている。3)しかし，きなり七色系は約

11km の範囲に分散していた。したがって，漁場にまん

べんなく放流したいと考える場合，単純に言えばこれ

までの 18%（2/11）程度の放流箇所数で済むというこ

とになる。 

もう一つのメリットは，より早期小型種苗放流が可

能というものである。費用対効果の高いアユ種苗放流

として，最低水温 8℃を目安に，なるべく早期になる

べく小型の種苗を放流する早期小型種苗放流が推奨さ

れている。4)遡上性が高いということは，より水温の高

い下流に放流すれば自発的に上流へと遡上するという

ことになる。したがって，より早期に放流することが

可能となる。 

遡上性向上の要因 近年，漁業関係者からきなり七

色系だけでなく，全体的に放流種苗の遡上性が高まっ

ているという声がある。遡上行動は，種苗による最適

個体間距離の違いに環境要因が作用した結果として生

じるとされている。5)このモデルで考えると，近年の水

温上昇や天然遡上の増加などが遡上性の向上に影響し

ている可能性がある。例えば，天然遡上がなく水温の

低い山間部の漁場ではこれほどの遡上性は発揮しない

かもしれない。今後は，漁場環境も含めた種苗特性の

評価が必要である。 

 

図 4 遡上行動モデル（塚本・内田 1992 を一部改変） 
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